
 

第２２回かながわ高齢者福祉研究大会 

研究発表募集要綱            
 

大会テーマ ～2040年を魅力的な福祉・介護の未来に変える～ 

 

 

「かながわ高齢者福祉研究大会」は、

神奈川県社会福祉協議会老人福祉施設

協議会が主催となり、高齢者福祉施設

職員の実践活動や福祉のプロを志す学

生の研究活動等、県内の高齢者福祉に

関わる取り組みの発表を通し、ともに

学び合い、かながわの高齢者福祉の最

前線を社会に発信することを目的とし

ています。 

第 22 回「かながわ高齢者福祉研究大会」は、これまで多くの

高齢者福祉従事者や学生等の熱意によって積み上げてきた大会の

目的・目標を踏まえ、今後の高齢者福祉の発展に必要な要素を考

えた「新たなカタチ」として開催いたします。 

研究発表の更なる質の向上と高齢者福祉の専門性を高めるため

にもぜひ、ご応募をお待ちしています。 

 

 

 
   

募集題数  ４０題 

  

応募締切 
２０２５年３月１４日（金） ※各ブロックの締切については、当該県・市事務局に 

お問い合わせください。 

  

応募資格 
社会福祉法人が運営する神奈川県内の高齢者福祉施設・介護保険事業所の従事者、介護福祉

士養成校の学生 

 
※神奈川県社協会員法人・施設及び県内介護福祉士養成校が優先となります。 

※在宅系サービス従事者の方、学生の皆さんも奮ってご参加ください。 

  

応募方法 

◆発表演題の応募は各ブロック（県・横浜市・川崎市・相模原市）からの推薦となります。

応募方法は各ブロックにお問い合わせください。各ブロックの推薦書を受理後に各発表演

題に発表 ID とパスワードを発行いたしますので、それにより大会ホームページ上の専用フ

ォームで発表演題を登録して下さい。 

（抄録登録：4 月３０日（水）まで/パワーポイントデータ送信：５月３０日（金）まで） 

※期間内に、登録を行ってください。 

 
※神奈川県社協会員法人・施設においては、横浜市・川崎市・相模原市・県域の各 

ブロックで選抜していただいた後、法人・施設ごとに登録して下さい。 

  

参 加 費 
会 員：【会場参加 + アーカイブ視聴】 ８，０００円 

非会員：【会場参加 + アーカイブ視聴】１０，０００円 

  

表  彰 
実施要綱ならびに審査基準に基づき、４会場にて高得点だった上位各１つに優秀賞が授与さ

れます。またその中から１つに最優秀賞（県知事表彰【予定】）が授与されます。 

募集概要 

大会日程 

■開催日時 

２０２５年７月２日(水) 

１０：００～16:00 

■発表会場 

パシフィコ横浜 会議センター 

みなとみらい線 

「みなとみらい駅」より徒歩 3分 

JR線・市営地下鉄 

「桜木町駅」より徒歩 12分 

■大会ホームページ 

かながわ高齢大会で検索 

https://www.kanagawafukushitaikai.jp/ 
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発表時間 発表時間１５分、質疑応答５分。 ※詳細は事前説明会（動画配信予定）でご案内します。 

  

発表内容 
発表には抄録とパワーポイントを使用します。 

※上記以外にアーカイブ用にパワーポイントを用いて発表動画を作成いただきますのでご了承

ください。 

１ 

応募 

  各ブロック施設、養成校 等 

［締切］２０２５年３月１４日（金） 午後３時まで 

 各ブロックからの推薦となります。詳しくは各ブロックにお問

い合わせ下さい。  

 

２ 
事前説明会 【動画配信】 

ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ研修会 【動画配信】 

２０２５年 4 月４日(金)～４月１８日（金）  

必ずご視聴ください。      

 

３ 抄録の登録 ［締切］２０２５年４月３０日(水) 午後３時まで 

 

４ パワーポイントデータの送信 ［締切］２０２５年５月３０日(金) 午後３時まで 

応募の流れ 

大会テーマ 「2040年を魅力的な福祉・介護の未来に変える」 

 

2040年は、高齢化と人口減少が進行することが予想され、その中で 
社会的・経済的な問題が発生すると言われています。 
現在 202５年から、そう遠い未来ではありません。 
多岐にわたる問題に私たちは、どのように対応し、これからの福祉・介護 

の未来を描いたら良いのでしょうか？ 
それぞれの施設・事業所・学校でこのテーマに向き合い、考えられることを 

「考察・研究」し、エントリーして下さい。（発表テーマは問いません） 
 

～発表テーマ例～ 

 〇2040年問題に対して、生産性向上を図るために、どのような取り組みが考えられるか。 

 〇人材不足が予測される中で、ICT化を図り効率的に運営し、適材適所に職員を配置する。 

 〇処遇改善加算の一本化を機会に、外国人・高齢者・未経験者等、多様なキャリアパスを実現する。 

 〇今までのかかりつけ医との関係を発展させ、医療との連携がさらに充実し安心感が増した。 

 〇2040年を見据えた認知症ケアのあり方として求められることは何か。 

 

高齢化と 
人口減少が

進行 

人員や財源の
不⾜が深刻化 

労働⼒不⾜、 
⽣産性低下 etc. 

多岐にわたる問題
が懸念 
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事例発表にあたっての「倫理的配慮」について 

事例の発表にあたっては多くの人に情報を提供することとなり、発表する側の責任が発生します。

研究発表をする際には、研究・発表協力者（例えば、研究等の対象者、職場の同僚等）の個人情報の

取扱いについて、倫理上、人権上配慮する必要があります。 

この倫理的配慮は、研究（事例）対象者を守ることではありますが、一方で研究・発表者側を守る

ものでもありますので、発表にあたり下記内容をご確認ください。 

 

１． 法人、施設内で発表内容の確認をしてください 

研究発表の内容については、法令順守の観点から、必ず法人、施設内の施設長や責任者等の確

認をお願いいたします。 

 

２． 研究（事例）対象者に説明と同意をし承諾を得てください 

研究（事例）対象者に対して、研究発表の目的、事例の取扱い、発表内容を説明し、承諾をい

ただいてください。研究対象者に意思確認が取れない場合は、その方の代理人(成年後見人、身

元保証人など)の承諾を得てください。 

 なお、同意を得るための説明をする際には、研究（事例）対象者や代理人がその同意を途中で撤回

した場合においても不利益を生じさせることはないことを、申し添えてください。 

 

３． 安全の確保に配慮してください 

研究発表の内容が、研究（事例）対象者の身体的症状や栄養の改善を取り上げた場合、対象者

の身体的・精神的マイナスが生じないように主治医に相談を行うなどの配慮が必要となります。 

※例えば、血液検査をしていく、特定の飲料や栄養補助食品などを摂取してもらうような場合 

（直接体に触れたり器具を入れるなど体に影響を与えるような場合） 

 

※抄録登録から一定期間内に、発表内に関連する企業や営利を目的とした団体から物品の提供及び金銭の授受 

があった場合は、利益相反につながる恐れがあり発表が無効となることもありますのでご注意ください。 
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◆会場割と時間割は、発表テーマごとに分類し、同一法人・施設ができる限り同じ時間帯に重ならな 

いよう調整のうえ、大会実行委員会において決定しています。発表者からのご要望には一切お応え

できません。 
◆大会実行委員会では、広報および記録のため、写真撮影・ビデオ撮影を行います。 
◆パワーポイントデータの作成について 

・ 大会当日に使用するソフトは「パワーポイント 2019」となります。他のバージョンで作成した 

データは、互換性の影響等により、作成された内容のとおりに動作しない可能性があります。 

・大会当日の機材トラブルを避けるため、ファイルは 40ＭＢ以内で作成してください。画像や動画、音声

等を使用される方は、ファイルを圧縮するなどしてください。 

・利用者等が写っている画像を使用する場合は、発表者が責任を持ってご本人、ご家族等の承諾を得てくだ

さい。 

・イラスト等を使用する場合に、その使用に関してフリーの素材なのか、利用にあたって制限があるのか、

著作権に十分留意してください。もし、その使用に関して、賠償等の状況が発生した場合には、その使用者

の責任となりますので、あらかじめご了承ください。 

 

◆発表登録内容の変更について 

・ 次の①～②については、期間内であれば変更可能です。 

① 抄録の登録内容を変更する場合：４月３０日(水)午後３時まで 

② パワーポイントデータの送信内容を変更する場合：５月３０日(金)午後３時まで 

※ＩＤ/パスワードを忘れてしまった、新たに登録し直したいといった場合には、登録期日内まで 

に大会事務局(県社協)まで必ずメール(sisetu＠knsyk.jp)にてご連絡ください。 

当日のパワーポイントデータの差替えは、当日の会場設営の妨げとなるだけでなく、会場で使用する 

パソコンへ負荷を加え、動作停止等のトラブルの直接的な要因となりますので禁止しております。 

 

発表演題の決定から当日までの流れ 

◆大会当日の会場割と時間割、当日の集合時間・場所等は、発表募集期間終了後、発表演題決定者の 

みに発表決定通知と併せてご案内します。 

◆この大会は発表者と参加者が共に作り上げていく大会です。発表者、共同発表者も参加者同様に参 

加申込をお願いいたします。 

参加費 1 名（会場参加 + アーカイブ視聴）：会員施設 8,000 円、非会員施設 10,000 円 

 

 

 

◆発表に関連する抄録以外の資料については、発表会場の入口の前に、配布資料用のテーブルを用意 

しますので、発表者自身で必要数を印刷の上、設置提供いただくことが可能です。 

設置提供を希望される場合は、事前に事務局までお知らせください。 

 

 

 

注意事項 

その他 

研究発表の応募方法やホームページの掲載内容に 関することなど、お気軽にご連絡ください。 

<大会事務局> 

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会 福祉サービス推進部 

〒２２１－０８２５ 横浜市神奈川区反町 3－17－2 神奈川県社会福祉センター内 

ＴＥＬ ０４５－５３４－５６６２ Ｍａｉｌ ｓｉｓｅｔｕ＠ｋｎｓｙｋ.ｊｐ 

 

大会ホームページ かながわ 高齢大会 で検索 又は右記QRコードから 


